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グループ名の紹介
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発表テーマ

教職員の力を最大限に活かす
プラットフォームづくり
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大学の役割

教育・研究を通じて
地域・日本・世界に貢献する
そのためには・・・？

大学学生 社会

社会の最新の情報と共に学生がアクティブに学びを楽しむための仕組を作る

教職員

でも、その仕組みをつくるための職員の能力って。。。。？
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教職員に共通する理想の姿と現実

現実

①最新の情報をキャッチし
活かせる

理想

②教職学で連携できる

③課題を見つけ解決できる

①社会の情報から隔離
（企業・世界）

②教職員が互いに何をやってるか
わからない

③課題を認識するための
情報・知識がない

情報が足りない
共有されていない！！！
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具体的な施策

教職員の力を最大限に活かす
プラットフォームづくり

外部の情報＜内部の情報
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具体的な施策

教職員の力を最大限に
活かすための
ポータルサイト

U-nite
ユナイト
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U-nite？？
目玉！！

 連携を深め、最新の情報をキャッチするための機能

的な：スタッフプロフィール×社内SNS

的な：トーク機能（グループ・個人）

その他（通常の機能）

 スケジュール、プロジェクト管理
 時間割、シラバス
 文書回覧できる機能
 アンケート機能
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U-nite 実際のUIイメージ・全体

T O P スタッフプロフィール スケジュール トーク 授業 その他

Ｖｚ

引用：名城大学HP・facebook

送信

T O P

投稿フォーム

投稿先選択 S N S

お知らせ

みんなのタイムライン

あなたのタイムライン
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T O P スタッフプロフィール スケジュール トーク 授業 その他スタッフプロフィール

U-nite プロフィール×SNS機能

山田 太郎 山田 花子 山田 太郎 山田 花子山田 太郎

山田 太郎 山田 花子 山田 太郎 山田 花子山田 太郎

山田 太郎 山田 花子

山田 太郎山田 太郎

理工学部

10引用：フリー写真素材ぱくたそ



T O P スタッフプロフィール スケジュール トーク 授業 その他スタッフプロフィール

U-nite プロフィール×SNS機能

山田 太郎 山田 花子 山田 太郎 山田 花子山田 太郎

山田 太郎 山田 花子 山田 太郎 山田 花子山田 太郎

山田 太郎 山田 花子

山田 太郎山田 太郎

理工学部

×

理工学部数学科

山田花子

研究テーマ

趣味

チャレンジしたいこと

○○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○○

フォローする
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U-nite 実際のUIイメージ・全体

T O P スタッフプロフィール スケジュール トーク 授業 その他

Ｖｚ

引用：名城大学HP・facebook

送信

T O P

投稿フォーム

投稿先選択 S N S

お知らせ

みんなのタイムライン

あなたのタイムライン
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T O P スタッフプロフィール スケジュール トーク 授業 その他トーク

U-nite トーク

引用：チャットワーク Chrome ウェブストア13



メリット現実

①タイムラインで共有される
情報により（投稿や記事等）
最新の知識がGETできる

②教職員の業務・興味が
わかるのでプロジェクト等の
協力を仰ぎやすい

③最新の情報を手に入れることによ
り、知識のアップデートができる

U-niteのメリット

①社会の情報から隔離

②教職員が互いに何をやってるか
わからない

③課題を認識するための
情報・知識がない

②グループチャット機能により、
連携がスムーズにできる。
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U-niteの具体的な活用例

●SNSの情報で他大学の取り組みを知る
→自大学に取り入れようと企画する
→他部署の知識が必要になる
→教職員プロフィールで担当者を調べグループチャットで
情報交換

活用事例①
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U-nite使用率向上のしかけ

 PCを開いた際のトップ画面をU-niteに設定
他必ず使う機能もすべて盛り込んだ、プラットフォームに
直観的な操作が可能で、説明不要なUIに
 SNS大賞などの企画
― 発信数の多い人ランキング
― いいね！が多かった記事のピックアップ

学内広報に載せる
■U-niteの使い方講習会

しかけ
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まとめ～大学の役割～

教育・研究を通じて
地域・日本・世界に貢献する

社会の最新の情報と共に
学生がアクティブに学びを楽しむための仕組を作る

U-niteで結びついた教職員の力
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